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こ
た
ま
？
？ 

「
子
供
が
作
る
子
供
だ
け
．
．
の
仮
想
街

づ
く
り
体
験
イ
ベ
ン
ト
【
こ
ど
も
の

ま
ち 

た
ま
】
の
こ
と
」
。
子
供
だ

け
の
？
「
は
い
、
大
人
は
入
れ
ま
せ

ん
」
。
仮
想
？
？
「
は
い
、
子
供
た

ち
だ
け
の
街
作
り
で
す
」
。 

 

  

？
イ
メ
ー
ジ
が
ま
だ…

。 

「
街
に
来
て
、働
い
て
収
入
を
得
て
、

そ
の
お
金
を
自
由
に
使
え
る
ん
で

す
」
。
30
分
働
く
と
収
入
は
５
た
ー

ま
、
以
降
は
６
分
ご
と
に
１
た
ー
ま

増
え
て
い
く
と
い
う
。
利
息
は
付
か

な
い
も
の
の
、
銀
行
に
預
け
る
こ
と

も
で
き
る
。
た
ー
ま
は
仮
想
通
貨
だ
。 

体
験
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク
『
キ
ッ
ザ

ニ
ア
』
み
た
い
な
も
の
？ 

「
い
え
、
用
意
さ
れ
た
仕
事
を
こ
な

す
だ
け
で
な
く
、
街
づ
く
り
を
し
ま

す
。
そ
れ
に
は
対
話
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
」。店
や
物
作
り
だ
け
で
は
な
く
、

自
分
で
起
業
も
で
き
る
。
市
役
所
が

あ
っ
て
銀
行
が
あ
っ
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
が
あ
っ
て
報
道
局
が
あ
る
。
議
員

に
だ
っ
て
な
れ
る
そ
う
だ
。 

 

へ
ぇ
ぇ
～
！
ビ
ッ
ク
リ
！ 

こ
の

内
容
で
自
由
に
参
加
で
き
る
ん
で
す

ね
。
対
象
学
年
は
？
「
小
学
３
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
。
ま
ず
仕
組

み
を
し
っ
か
り
学
び
、
そ
れ
か
ら
市

役
所
で
市
民
登
録
を
し
ま
す
」
。
市

民
証
を
貰
っ
て
、
や
り
た
い
仕
事
を

探
す
。
議
員
に
な
れ
ば
、
市
民
を
集

め
話
し
合
い
を
す
る
そ
う
だ
。
参
加

費
無
料
。２
月
10
日
か
ら
の
３
日
間
、

10
～
16
時
半
の
間
に
、
い
つ
来
て

い
つ
帰
っ
て
も
、
ず
～
っ
と
い
て
も

い
い
。そ
ん
な
自
由
な
空
間
な
の
だ
。 

ニ
コ
ニ
コ
と
穏
や
か
な
矢
田
さ
ん
、

１
９
７
１
年
、相
模
大
野
の
生
ま
れ
。

「
シ
マ
シ
マ
の
服
が
大
好
き
！！
」で

ニ
ッ
ト
帽
に
黒
縁
メ
ガ
ネ
、
絵
本
の

「
ウ
ォ
ー
リ
ー
」の
よ
う
。結
婚
後
、

親
と
な
り
子
育
て
環
境
を
考
え
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
聖
蹟
桜
ヶ
丘
の
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
へ
。
妻
と
高
校

３
年
生
の
長
男
の
３
人
家
族
だ
。
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
と
は
、
複
数
の

居
住
者
が
共
同
で
暮
ら
す
建
物
。
単

に
共
同
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
建
物

の
設
計
か
ら
始
ま
り
、
諸
費
用
、
暮

ら
し
の
ル
ー
ル
な
ど
す
べ
て
居
住
者

同
士
が
話
し
合
い
で
決
め
て
い
く
の

だ
と
い
う
。 

話
し
合
い
？
こ
た
ま
に
似
て
ま
す

ね
？！
「
子
ど
も
の
ま
ち
は
ド
イ
ツ
の

【
ミ
ニ
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
】
を
手
本
に
、

日
本
で
も
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
」
。
こ
た
ま
第
１
回
目
の
開
催
は

２
０
１
７
年
。
第
３
回
を
２
０
２
０

年
に
企
画
し
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍

で
や
む
な
く
中
止
。
そ
し
て
約
５
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
る
今
年
、
中
心
メ

ン
バ
ー
８
名
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
20
～

30
人
で
運
営
す
る
。最
後
に
夢
を
お

聞
き
し
た
。
「
い
つ
の
日
か…

こ
た

ま
を
経
験
し
た
子
供
た
ち
が
、
多
摩

市
の
町
づ
く
り
に
参
画
し
て
く
れ
る

日
が
来
る
な
ら
」
と
目
を
細
め
た
。 
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チームミニたま 代表  矢田 浩明さん 

 

近
所
の
お
じ
さ
ん 

み
た
い
な
、
ゆ
る
～
～
い 

つ
な
が
り
が
い
い
な
ぁ 

矢田さん画 



２ 
永山公民館休館日 ３月７日・２１日駐車場認証はございません 

印刷サービス 原紙代＝原稿 1 枚 40 円、インク代＝紙 1 枚 0.3 円（印刷用紙はご利用者が持参してください） 

 

 

 

  

 

                                 

               

 

 

 

あ
そ
び
と
つ
ど
い
の
広
場 

 
「
ぴ
ー
か
ぶ
ー
」 

ぴ
ー
か
ぶ
ー
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

常
駐
す
る
遊
び
、
く
つ
ろ
ぎ
、
交
流
す
る

子
育
て
広
場
で
す
。
木
の
お
も
ち
ゃ
や
手

作
り
お
も
ち
ゃ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

３
月
14
日
・
28
日
10
時
～
16
時 

（
受
付
15
時
45
分
ま
で
） 

 

※
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
を
11
時
か
ら
と 

14
時
か
ら
30
分
程
度
行
い
ま
す 

第
１
・
２
保
育
室 

（
ベ
ル
ブ
永
山
４
階
） 

 

光
と
空
気
を
テ
ー
マ
に
シ
ョ
ー
と
工

作
を
行
い
ま
す
。
光
で
は
消
え
る
ボ
ー

ル
（
？
）
を
実
際
に
体
験
。
空
気
で
は

大
き
な
空
気
砲
が
見
え
る
か
も
！ 

 日
時
：
令
和
６
年
３
月
27
日
（
水
） 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

会
場
：
ベ
ル
ブ
ホ
ー
ル 

（
ベ
ル
ブ
永
山
５
階
） 

定
員
：
40
人
（
申
込
先
着
順
） 

（
２
年
生
以
下
は
要
保
護
者
同
伴
） 

申
込
：
３
月
８
日
（
金
）
９
時
か
ら 

費
用
：
200
円
（
材
料
費
） 

        

TAMA 映画フォーラム特別上映会 

『チョコレートな人々』 

令和６年３月２３日（土） 

永山公民館ベルブホール 

【上映時間】 

①１０：３０～ ②１３：００～ 

トーク（１４時４５分～１５時１５分） 

トークゲスト：鈴木祐司監督 

（※トークは②鑑賞者を対象として実施） 

③１６：００～ ④１８：１０～ 

詳細は TAMA 映画フォーラム実行委員

会ホームページでご確認ください。 

Ⓒ東海テレビ放送 

 

サ
ロ
ン
ラ
イ
ト 

コ
ン
サ
ー
ト 

公
民
館
で
気
軽
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し 

み
ま
せ
ん
か
？ 

 

３
月
９
日
（土
） 

15
時
～
16
時
15
分
（開
場
14
時
45
分
） 

①
町
田
幸
子
（フ
ル
ー
ト
） 

②
野
呂
美
由
紀
（ピ
ア
ノ
） 

定
員
：
130
人 

申
込
不
要
・直
接
会
場
へ 

  

そ
ら
く
ん
と 

た
か
ら
く
ん
２
～
卒
業
編
～ 

 

養
護
学
校
高
等
部
３
年
生
そ
ら
く
ん
と

公
立
中
学
校
支
援
級
３
年
生
の
た
か
ら

く
ん
。
自
閉
症
の
兄
弟
２
人
の
卒
業
に
向

け
て
の
日
々
を
描
い
た
記
録
映
画
の
上
映

と
、
監
督
、
母
の
浅
川
素
子
さ
ん
＆
そ
ら

く
ん
、
た
か
ら
く
ん
を
お
迎
え
し
て
の
ト

ー
ク
！ 

 

日
時 

令
和
６
年
３
月
20
日
（水
） 

13
時
30
分
～ 

15
時
30
分 

会
場 

ベ
ル
ブ
ホ
ー
ル 

定
員 

40
人
（受
付
中
） 

「
春
休
み
SDGs
パ
ネ
ル
展 

～
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の 

絵
日
記
と
SDGs
～
」 

 

２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
「
持
続

可
能
な
開
発
目
標
」
で
あ
る
17
の
目
標
。

ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
日
記
を
通
し

て
、
身
近
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
よ

う
！ 

日
程
：
令
和
６
年
３
月
27
日
（
水
）
～ 

 
 
 

３
月
31
日
（
日
）
９
時
～
17
時 

会
場
：
永
山
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

協
力
：
三
菱
広
報
委
員
会 

 
公
益
社
団
法
人
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
パ
ネ
ル
提
供
） 

 

公
民
館
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト 

 

東
大
CAST
（
キ
ャ
ス
ト
）
の 

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー 

～
光
と
空
気
に
ひ
そ
む
ナ
ゾ
～ 



        関戸公民館休館日 ３月＝４・１８日、 ４月＝1日・１５日            ３ 

 
「たのしいまち」うた みなさまもチャレンジしてみてくださいね。楽しい作品、お待ちしております。 

■
春
の
コ
ン
サ
ー
ト 

聴
い
て
！
観
て
！
笑

っ
て
！
歌
っ
て
！ 

Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
と
一
緒 

Ｐ

ｒ
ｔ
３ 

日
時
：３
月
22
日(

金)
14
時
開
演
（
30
分
前

開
場
） 

場
所
：関
戸
公
民
館 

ヴ
ィ
ー
タ
ホ
ー
ル 

定
員
：２
０
０
人(

先
着
順) 

※
親
子
観
賞
室
可 

出
演
：混
声
合
唱
団
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ 

曲
目
：さ
く
ら
さ
く
ら
、
ど
こ
か
で
春
が
、
365

日
の
紙
飛
行
機
、
麦
の
歌
、
糸
ほ
か 

申
込
：当
日
直
接
会
場
へ(

入
場
無
料) 

共
催
：
ヴ
ィ
ー
タ
・
マ
ン
ス
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会
・関
戸
公
民
館 

  

■
た
ま
に
は
芝
居
参
加
公
演 

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｗ
Ｅ

Ａ
Ｐ
定
期
公
演
「
過
去
の
鎖
を
解
く
鍵
」 

日
時
：
３
月
16
日(

土) 

19
時
開
演
、
17
日

（
日
）①
13
時
開
演
②
17
時
開
演(

い
ず
れ

も
30
分
前
開
場) 

場
所
：永
山
公
民
館
ベ
ル
ブ
ホ
ー
ル 

料
金
：
前
売
・
当
日
共
に
１
，
０
０
０
円(

日
時

指
定
自
由
席) 

問
合
せ
：Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｗ
Ｅ
Ａ
Ｐ 

メ
ー
ルta

g
e
a

p
.n

e
w

@
g
m

a
il.c

o
m

、
電
話
０
９
０

（
６
０
２
５
）５
５
４
１
（中
川
）、
Ｘ 

@
ta

g
w

e
a
p
_n

e
w

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■
お
芝
居
の
工
房
ち
ゃ
と
ら
ん 

第
３
回
た
ま

に
は
芝
居
公
演
「
山
猫
～
『
ど
ん
ぐ
り
と
山

猫
』
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』～ 

日
時
：
３
月
１９
日(

火) 

19
時
３０
分
開
演
、
２０

日
（
祝
）
①
11
時
開
演
②
14
時
開
演
③
17

時
開
演(

い
ず
れ
も
30
分
前
開
場) 

場
所
：関
戸
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

料
金
：１
，
０
０
０
円(

小
学
生
以
下
無
料) 

チ
ケ
ッ
ト
の
予
約
・問
合
せ
：ク
レ
ー
プ
の
店
ち
ゃ

と
ら
ん
、 

電
話
０
４
２
（
５
８
５
）
５
６
２
３

 

メ
ー
ルta

k
u
y
a
.c

h
a
tru

n
@

m
e
.c

o
m

 
■
た
ま
に
は
芝
居
参
加
公
演 

劇
団
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ

ｈ 
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
第
９
回
公
演
「
お
勢
登
場
」 

日
時
：３
月
30
日
（
土
）
18
時
開
演
、
31
日 

（
日
）
①
12
時
開
演
②
15
時
開
演
（
い
ず
れ

も
30
分
前
開
場
） 

場
所
：関
戸
公
民
館
ヴ
ィ
ー
タ
ホ
ー
ル 

料
金
：前
売
・
当
日
共
に
１
，
５
０
０
円 

チ
ケ
ッ
ト
の
予
約
・
問
い
合
わ
せ
：ch

a
n

g
.iz

u

m
o
@

g
m

a
il.c

o
m

、
電
話
０
８
０
（
３
５
６

３
）
２
４
８
３
（
川
本
） 

〔共
通
事
項
〕 

主
催
：多
摩
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会 

共
催
：関
戸
公
民
館 

 

 

 

 

 

3 月 8 日（FRI） 

ランチタイムコンサート １３：００開演 

ティータイムコンサート 16:00開演 

※各30分前会場 

出 演：Meri（vo）、神村晃司（pf）、松岡Matzz高廣

(Lp)、菅井信行(b)、スインギー奥田(ds) 

場 所：関戸公民館ヴィータホール 

料 金：完全入れ替え制。前売・当日とも 2,000 円

（両方購入する方は3,0  00円） 

前 売：10:00～17：00にヴィータコミューネ7階多

摩ボランティア・市民活動支援センター

（042-373-6611）で販売※3 月 7 日（木）

まで 

当日券：11：30 からホール受付で販売 

主 催：Ｗｈａｔ’s JAZZ実行委員会 

共 催：関戸公民館（☎０４２－３７４－９７１１） 

What’s JAZZ ジャスへの招待 vol．６７ 

～春先 明るいラテン香るサウンドで～ 

 

 

■井田寛子氏特別講演会「近年の異常気象と気候変動」 

～気候変動問題について日本のテレビ放送はどう伝えてきたのか～ 

日 時 ３月９日㈯ 14:00～16:00 

場 所 関戸公民館ヴィータホール 

講 師 井田寛子氏(気象予報士・キャスター) 

     NHK「ニュースウォッチ９」、TBS「あさチャ

ン！」などで気象情報を担当 

定 員 200 人 

申 込 多摩市公式ホームページのインターネット手続

きで。 

■デジログ運動会(ゲーム＆スポーツ大会) 

日時 ３月 10 日(日)１４：００～16：００ 

場所 関戸公民館市民ロビー・ヴィータホール 

対象 どなたでも 

申込 電話・直接窓口・公式ホームページのインターネ

ット手続きで(☎０４２－３７４－９７１１) 

    多摩市公民館 50周年記念事

業 

演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
今
年
35
周
年
を

迎
え
ま
す
。
合
同
記
念
公
演
を
計
画
中
！

乞
う
ご
期
待
‼ 

ヴィータマンスリーコンサートは、４月から「ヴィ

ータコンサート」として隔月で開催します 



４                                                
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←カラー版が見られます。 
 
または、 
｢多摩市公民館 

たのしいまち｣ 
で検索を！ 

この一年もいろんな出会いがありました。「たのしいまち」

の顔として、「ひと♡ネットワーク」に登場して下さった方

たちに登場秘話・その後のご様子を教えていただきました。 

 

  小川 明子 さん 

                 (読み語り 

「物集女(もづめ)」主宰) 

(2023/12・2024/1月号) 

① 周囲からはまだ反応はあ 

りません。子どもたちはビッ 

クリ！ でもこれがきっかけで、又、色々な広がりが

あるといいなと思っています。 

② 中央図書館で毎月第２土曜日、「教えて！あなた

の推し作品！」を始めました。一人の作家さんにつ

いてゆるーく、ファンの方も、読んだことのない方

もお話、楽しいです、是非あなたも一言。色々な方

と一緒に朗読会をやりたいです。公民館のロビーや

ギャラリーで出来たらいいなって心ひそかに企んで

います。 

③ もっともっと、市民の皆さんが来たくなるよう 

な場所になっていくといいですね。色々な企画があ

るといいですね。 

① 表紙に出られた感想や反響を 

② 記事への補足、新しい取組や今後の構想など 

③ 公民館や『たのしいまち』について一言 

          塚原 修 さん 

         （多摩落語寝床の会 会長） 

             （2023/10・11月号） 

① 友人に、連絡したところ ス 

テキな笑顔ですね！ 写真が、素

晴らしいと、言われました。 

② 落語の稽古をしながら、散歩 

してます。 昨年は、460万歩以上歩きました。 

③ これからも、ステキな記事をお願いします。 

山中 昌子 さん 

（市民劇場ＴＡＭＡ） 

（2023/8・9月号） 

①       ① 私が、公民館通信に初めて載せ 

②             ていただいたのは 35年前のこと。 

          当時、私は多摩市で演劇活動を始 

            めた頃でした。そして、今回再び 

お声をかけていただき、感慨もひとしおです。劇団

のメンバーも喜んでくれました。家では、記念にと、

パウチで保存版にしました。（笑） 

➁ 今年は、多摩市演劇フェスティバルも 35周年を

迎え、35周年企画を考えています。（演劇フェステ

ィバルは 10劇団が所属しています。）どんな企画が

出てくるかは、お楽しみです。是非、多くの皆様に、

多摩市でアマチュアの劇団が活躍していることを広

く知っていただけるようにしたいです。私自身も演

劇を通じて、より多くの方々との交流を広げて行き

たいです。 

③ この「たのしいまち」で、多くの方々が、各方面

で様々な活動をしていることがよく分かります。公

民館は、そういう人々が活動したりつながったりす

る場を提供してくれていることを実感します。さら

に、ディープな角度からの情報提供を楽しみにして

います。 

秋山 雅和 さん 

（日本スポーツウェルネス 

吹矢協会多摩市中央支部 

副支部長） 

（2023/2・3月号） 

① たくさんの知人友人から 

「見たよ」との声掛けを頂き反響 

の大きさに驚くと同時に、より一層精進しなければ

と思わされました。また、スポーツウエルネス吹矢

が広く認知されたことで、市民企画講座も盛況とな

り、８名の参加者が多摩市中央支部に入会され、楽

しく一緒に活動しています。 

➁ 生かされていることの意味を思い、身体の動く 

限りは地域のコミュニティ活動に積極的に参加して

いきたいと思っています。新たに、高齢者の健幸づ

くりの場として「いきいき・ボッチャサロン」を立

ち上げ活動し始めました。また、スポーツ推進委員

として市民の皆様が生涯スポーツを見つけられるよ

うお手伝いをしていきたいと思っています。 

③ いろいろある情報誌の中でも「たのしいまち」 

は、タイトル通りわくわくする楽しい情報が満載で、

わが街の良さ、ここに暮らしていることの喜びを再

認識させられています。カラーで見ると印象がひと

味もふた味も違います。予算上、カラー版の配布は

難しいでしょうから、カラーで見ることのできるURL

を誌面でお知らせしたら如何でしょうか。 



                                               ５ 

コピーサービス 1 枚 10 円（白黒） 9:00～22:00（休館日、年末年始を除く） 

 

2024 年 2 月 17 日 関戸公民館８階大会議室にて 

講師：紅林章央さん 

 

橋って映画や小説の舞台になったり、観光スポット

としても人気があったり。以前、この公民館通信でも

多摩市内の橋をご紹介したことがありました。個性

豊かな橋が多摩にも多数存在しており、飛んで来ま

した。 

 会場は満席。配布資料は橋の写真 200橋以上、地

図や表、「橋のポケットマップ 多摩編」は橋のカラ

ー写真がいっぱい載った大地図！「倉庫から探し出

しました」。先生、ありがとうございます！ 

 紅林先生は、東京都道路整備保全公社の橋梁担

当課長をされており、以前は東京都建設局に在籍。

数多の橋梁の設計・建設に携わられ、著書も多数。ま

ず奥多摩大橋という、天を衝く巨大な斜張橋が、ス

クリーンにドドーンと。「これ、私の代表作です」。次に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神代橋。「この橋をこの角度で撮るには、この喫茶

店のここから構えないと撮れないんです」「多摩大

橋、轟大橋、これも私の代表作です」。矢継ぎ早にい

ろんな橋の写真が。「南浅川橋を話し出すと、30 分

止まりません」「これは経済的に、上りと下りが違う

形に。ぜひ橋は裏から見て下さい」「ここ、継ぎ目が

折れないか心配」「これらの写真全部、私が撮りまし

た」。紅林先生からは終始、橋を愛でるオーラがあ

ふれ出ていました。 

 橋の歴史。江戸時代には渡し船が。「渡り賃は６

文。これ、三途の川の渡り賃なんですよ」。最後に多

摩市内の橋が紹介されました。通常、歩道橋は皆同

じ形状だけど、多摩市は歩道橋で街の形を作ろう♪

って。だから多摩はステキな橋にあふれているんで

すね。剣橋、Ｙ字橋、恐竜橋♪こうして夢のような２

時間の講座があっという間に終わりました。貴重な

お話、ありがとうございました。 

 

『いわたくんちのおばあちゃん』天野 夏美／作   はまの ゆか／絵  主婦の友社 2006年 

是非、声に出して読んでみてください。泣けます！きっと．．． いわたくんちの

おばあちゃんは写真を撮られるのが「いやーよ」なのです。なぜでしょう。ヒロシ

マの原爆で何が起きたのでしょう。いわたくんちのおばあちゃんの娘さんからの伝

言です。「『戦争なんてずっとむかしの話』、なんて思わんでね。ひょっとしたら、『未

来の話』になるかもしれんのよ。『未来』、それは、君たちみんながつくっていくも

のだからね」（あとがきより）      

   多摩市文庫連絡協議会 須藤桂子 

 

『いたずらおばあさん』  高楼方子
たかどのほうこ

・作 千葉史子
ち か こ

・絵 フレーベル館 1995年 

68歳のヒョコルさんは洋服研究家のエラババ先生の特別講義を聞きに通っていま 

す。最終日ヒョコルさんは先生から内緒の紙きれを渡されます。秘密の話があるの

で先生の家に来てくださいというメモと家の地図。先生の家に行くと「１枚着ると

1 歳若くなる不思議な下着を発明したので、一緒に８歳の女の子になって思いっき

り遊びましょう」というお誘い。２人は８歳になって秘密の冒険に出かけます。 

  いま争いごとや地震など重いニュースが続いています。この本を読んで大いに楽

し        みましょう。小学校中学年～大人まで楽しめます。高楼さんは絵本『まあちゃんの 

 ながいかみ』の作者で、こちらもお勧めです。 

              多摩市文庫連絡協議会 鈴木久美子 

 

文庫連会員がお勧めする本 

知られざる橋の世界 多摩の橋物語 
ー 橋は地形によって造られる ー に参加して 

 



６ 

 
「たのしいまち」うた みなさまもチャレンジしてみてくださいね。楽しい作品、お待ちしております。 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□たのしいひととき 

□のんびり、わくわく 

□しんけん、信頼、真の友 

□いちばんどれが大切だろう？ 

□まいにち毎日、暮らしの中で 

□ちぃさな「宝」を見つけます 

編
集
後
記 

☆
Ｅ
メ
ー
ル
が
全
く
機
能
し
な
く
な
っ
た
。ス
ト
レ
ー
ジ
が
あ

り
ま
せ
ん
、
っ
て
、
写
真
も
動
画
も
撮
れ
な
く
な
っ
て
。
写
真

千
枚
削
除
し
て
も
、
数
ギ
ガ
し
か
減
ら
な
い
。
グ
ー
グ
ル
フ
ォ

ト
の
写
真
も
消
さ
な
い
と
Ｇ
メ
ー
ル
は
蘇
ら
な
い
の
か
。
孤
独

な
闘
い
は
ま
だ
ま
だ
続
く…

。  
 
 
 
 
 
 
 
 
(

楽) 

☆
事
業
で
来
て
も
ら
っ
た
道
化
師
。
「
し
ゃ
べ
り
ま
せ
ん
」

っ
て
言
っ
て
た
の
に
、
突
如
大
声
量
で
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
を
歌

い
出
し
た
。
う
ま
い
。
面
白
い
。
爆
笑
だ
。
確
か
に
し
ゃ
べ

っ
て
は
い
な
い
・
・
・
。
け
ど
ね
。 

 
 
 
 
 
 
 
(

ゆ) 

☆
２
月
と
は
思
え
ぬ
陽
気
。野
球
の
キ
ャ
ン
プ
に
Ｊ
リ
ー
グ
の

開
幕
。
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
も
あ
る
し
、
久
し
ぶ

り
に
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
行
っ
て
み
よ
う
か
な…

  
 

 
(

あ)
 

☆
取
材
後
に
開
催
さ
れ
た
一
面
の
「
こ
た
ま
」。
ど
ん
な
様
子

だ
っ
た
の
か
な
。
わ
い
わ
い
が
や
が
や
、
ど
う
し
よ
う
か
っ
て

一
杯
話
し
た
か
な
。
子
供
の
頃
、
参
加
し
て
み
た
か
っ
た
。(

月) 

 青年海外協力隊員として、太平洋に浮かぶ小さな島

国・パラオに派遣されて半年。パラオ人に「パラオで

好きな点と嫌いな点は何？」と聞くと、好きなところ

は回答がばらけるものの、嫌いな点は「シューカン」

と皆が口を揃えて答える。「シューカン」とは、パラオ

人が冠婚葬祭のイベント等で行う慣れ親しんだ習慣の

こと。今回、特に大変なシューカンといわれているお

葬式に参列する機会があったので、そのことについて

お伝えしたい。 

 まず、お葬式が始 

まったのは朝９時頃。 

服装は好きなもので 

ＯＫ。私は同僚と共 

に、職場で揃えた青い 

ポロシャツに短パン・ 

サンダル姿で参列した。大きな芝生の広場にテントが

何張も立ててあり、そこに座る。ひたすら続くアナウ 

ンスに耳を傾けると、聞こえてきたのはお経ではなく、

なんと寄付金について。「□□に住む○○さんが△△

ドル寄付した」…という内容を、５時間近く聞き続け

るのだ。自分だけが少ない額を払うわけにはいかない

ので、事前に誰がいくら払うかをこっそり調査し合っ

ていた理由がよくわかった。また、途中で参列者がお

腹を空かせないようにと、ご遺族が飲み物やお菓子、

弁当まで配給してくれる。ご遺族といっても、100人

以上いて、配給するものは朝早くから 100人がかりで

作った手作りの品々。そして、故人の名前や写真がプ

リントされたお揃いＴシャツを着ている。お葬式の開

始から５時間ほどで「寄付金総額が10万ドル（約1,500

万円）を超えた」というアナウンスがあり、ようやく

お葬式がお開きとなった。 

 シューカンは大変だけれど、やめられない…とパラ

オ人は口を揃えて言う。核家族・家族葬が増えてきた

日本と正反対のパラオ。果たして、日本の「習慣」は

何なのだろうかと考えさせられた。  （ニーチェ） 

 

お葬式の様子 


